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【検討課題】
■中学生の給食実施方法
■通学服（標準服）の在り方

第１回会長会（29年4月26日） 第５回代表者会（29年10月16日）



１ 中学生の給食の実施方法

自校調理方式による全員給食実施

（全学年）が望ましい



【小中学校・保育所全保護者に意見募集】

「全学年で自校調理方式」 １２０家庭

「中学ミルク給食（家庭弁当持参）」 ４家庭

「家庭弁当と業者弁当給食の選択制」 ３家庭



＜主な意見＞

• 学校で調理する給食であれば栄養が偏らずに良いと思う。
• 栄養士によって考えられた栄養満点で温かい自校調理が
可能ならば，安心安全な給食を中学生も食べたいと思う。

• 京北産の野菜・米も取り入れてほしい。
• なごみ給食や京北の食材や調理法など，現在の取組はと
ても良い。一貫校でもぜひ続けて頂きたい。

• ９学年みんなで給食，それぞれの学年に合った量で食べる
ことは良い。

• 自校調理方式を選択するが，家庭弁当持参も対応可能に
すべき。

• 中学ともなれば，子どもによって食べる量も様々だと思うの
で，弁当にしてほしい。



セカンドステージ（５年生）から着用

２ 通学服（標準服）の在り方

・男女ともブレザースタイル

・女子はスカート，キュロット，ズボ

ンの選択可

・シャツはカッターシャツ。セーター，

ベストとともに推奨品（市販の同等

品可）

（イメージ）



【着用学年等に係るアンケート結果】

「全学年で着用」 ３９家庭

「セカンドステージ（５年生）から着用」 ９５家庭

「全学年私服」 １８家庭



＜主な意見＞

• 私服を選ぶ時間が減り，学校全体の統一感が生まれる。
• １年生から４年生までは，動きやすく洗濯しやすい素材の
もので，なるべく安価なものが良い。５年生からは，現中
学生が着用しているような通学服の着用が望ましい。

• 小学校低学年と高学年以上で多少変わっても良いと思う
が，全員で揃えている方が一貫校として好ましく思う。

• 施設一体型小中一貫校なので，各ステージに似合ったア
イテムを存分に活かし，９年間のトータルで経済的な負担
軽減になるものを着用できたらと思う。

「全学年で着用」



• 低学年は遊んで汚すと思うので１年生からの制服は不要。
• １年生からの着用は経済的負担が大きい。
• ５～７年生はかっちりしたものではなく，ポロシャツや半ズボ
ン等着替えやすく動きやすいものが良い。分割払いやリサ
イクルシステムを導入してほしい。

• 上級生になれば制服が着られるという憧れにもなり，気持
ちの切り替えにもなると思う。

• 低学年から高学年に向かう意識づけとしても，セカンドステ
ージからの着用がちょうど良いのでは。女子でもズボンやキ
ュロットを選べるようにしてほしい。

「セカンドステージ（５年生）から着用」



• 学校として統一するのに途中から制服とか不自然で，制
服に関するコストよりも９年間私服が良い。

• 一人ひとり違うところから良さを見つけ尊重し合えるそんな
子ども達に育ってほしいと本当に思っている。統一感や
連帯感は服をそろえることで生まれるのでしょうか。

• 教育構想の中では，グローバルな視点からの教育を目指
すとしているにもかかわらず，海外では制服の着用は子
どもの多様性を損なうという視点から導入していない国が
多い。さらに最低限，子ども自身による議論を経る。なけ
れば議論をする仕組をつくるというのがグローバルスタン
ダードである。

「着用しない（全学年私服）」



『通学服（標準服）の取扱業者選定』

メーカー４社によるプレゼンテーション

⇒ 「株式会社トンボ」を選定



■基本スタイルに基づいた試作品の説明

■多くの試作品の中から３種類を選定



『新通学服（標準服）の選定』

各小中学校・保育所巡回展示・アンケートを実施します。

期間：11月9日（木）～22日（水）

対象：保護者，５・６年生児童及び中学生

※ 最終的には，京北地域小中校長会で方針決定（京北地域小中一貫教育校検討協議会へ報告）


